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遺
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概

況

神
石
郡
は
広
島
県
の
東
北
部
に
位
し
岡
山
県
に
接
し
て
、
油
木
町
、
神
石
町
、
豊

松
村
、
三
和
町
の
一
村
三
町
よ
り
な
り
、
総
面
積
の
八
割
以
上
が
山
林
で
、
耕
地
は

田
畠
相
半
ば
し
て
い
る
。
耕
作
に
人
力
を
要
す
る
事
多
く
働
き
盛
り
の
男
労
働
力
を

今
大
戦
で

一
四
六
五
名
も
国
に
棒
げ
て
、
神
石
郡
の
特
産
た
る
、
神
石
牛
、
こ
ん
に

ゃ
く
、
煙
草
の
生
産
に
非
常
な
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
農
山
村
の
労
働
力
が
み
な

婦
人
に
掛
る

い
づ
れ
の
所
も
同
じ
な
が
ら
、

わ
け
で
神
石
郡
の
婦
人
は
戦
中
に
も

増
し
て
戦
争
未
亡
人
を
助
け
婦
人
会
活
動
に
精
励
し
た
、
占
領
下
の
厳
し
い
指
令
も

五
ヶ
年
の
歳
月
が
流
れ
、
慰
霊
祭
も
民
主
団
体
が
率
先
し
て
各
村
で
行
わ
れ
た
。
神

石
郡
は
十

一
町
村
早
く
よ
り
連
合
し
て
慰
霊
祭
を
行

っ
て
来
た
。
昭
和
二
十
四
年
九

月
八
日
第

一
回
を
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
十
六
日
小
島
村
公
民
館
で
神
石
郡
第
三
回

慰
霊
祭
が
神
仏
両
式
に
依
っ
て
挙
行
、
川
上
富
恵

(豊
松
村
会
長
)
の
開
会
に
始
ま

り
神
宮
僧
侶
三
十
余
名
の
荘
厳
な
る
追
悼
会
に
移
り
、
連
合
会
長
村
上
演
治
郎
(
油

木
町
会
長
)
の
祭
文
は
英
霊
に
感
謝
し
、
遺
族
の
厚
生
状
態
に
及
び
今
後
の
進
む
ベ

き
方
針
な
ど
を
御
霊
に
誓
い
遺
族
を
力
づ
け
、
地
方
事
務
所
長
等
の
来
賓
、
個
人
の

資
格
に
於
い
て
多
数
参
列
、
誠
に
盛
会
裡
に
終
り
副
会
長
福
場
猪
十

(小
畠
会
長
)

閉
会
の
挨
拶
に
て
、
英
霊
の
偉
大
な
る
犠
牲
に
報
い
る
に
政
府
は
遺
族
援
護
に
全
力

を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
遺
族
一
同
一
課
を
新
に
し
て
閉
会
し
た
。
神
石
郡
来
見

村
の
婦
人
会
で
は
戦
死
者
の
慰
霊
祭
は
遺
族
会
の
み
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
国
の

為
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
国
が
、
国
民
全
体
が
行
う
べ
き
で
あ
る

と
来
見
村
各
種
団
体
に
呼
び
掛
け
協
議
の
結
果
、
婦
人
会
主
催
の
も
と
村
全
体
の
協

賛
で
八
月
二
十
九
日
来
見
村
の
公
民
館
で
百
六
柱
の
英
霊
を
迎
え
て
神
仏
両
式
で
執

行
さ
れ
、
主
催
者
佐
武
婦
人
会
長
の
式
辞
三
米
に
も
余
る
長
文
を
音
吐
朗
々
と
英
霊

の
武
勲
を
讃
え
、
戦
後
の
疲
弊
園
地
惣
せ
る
悲
惨
な
る
社
会
の
現
況
に
も
負
け
ず
よ
く

家
政
を
支
え
、
老
父
母
を
助
け
遺
児
の
養
育
に
専
念
し
て
英
霊
の
意
思
に
報
い
ん
と

女
の
細
腕
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
有
様
を
熱
涙
を
こ
め
て
語
り
国
も
国
民
も

一つ
心

に
な
り
平
和
日
本
再
建
設
の
基
礎
と
し
て
先
づ
戦
争
未
亡
人
の
更
正
刷
新
に
支
援
と

協
力
を
と
懇
願
せ
ら
れ
、
満
堂
粛
と
し
て
声
涙
倶
に
下
る
有
様
に
村
上
連
合
会
長
之

に
対
し
感
激
の
謝
辞
を
の
べ
ら
れ
、
意
義
深
く
慰
霊
祭
を
終
る
。
さ
す
が
神
石
郡
、

女
流
県
議
を
早
く
送
出
し
た
だ
け
あ

っ
て
、
婦
人
の
文
化
程
度
高
く
、
自
力
更
正
、

古
里
創
生
、
農
山
村
の
刷
新
に
社
会
活
動
に
婦
人
団
体
の
先
導
的
働
き
が
強
い
。
佐

-555-

武
タ
ダ
婦
人
会
長
の
感
深
い
弔
辞
は
今
に
語
ら
れ
て
い
る
。

-
神
石
郡
の
遺
族
会

神
石
郡
は
、
油
木
町
、
小
野
村
、
新
坂
村
、
豊
松
村
、
仙
養
村
、
高
蓋
村
、
牧
村
、

高
光
村
、
永
野
村
、
小
畠
村
、
来
見
村
の

一
町
十
ヶ
村
か
ら
な

っ
て
こ
の
各
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
遺
族
会
を
結
成
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
十
一
村
合
同
で
慰
霊
祭
を
行

っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
八
年
県
下
に
先
が
け
て
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
に
よ
り
、

相
次
い
で
合
併
。

神
石
町

村

一
九
六
柱
、
高
光
村

牧

八
五
柱
、
永
渡
村

一
二
六
柱

計

四

O
八
柱

三
和
町

来
見
村

一
O
六
柱
、
小
畠
村

一
六
五
柱
、
高
蓋
村

一
七
五
柱

、
卜

J
川
J
一一-ロ

四
四
二
柱



油
木
町

油
木
町

一
八
七
柱
、
小
野
村

豊
松
村

二一

O
柱

四
五
柱
、
新
坂
村

八
二
柱

計

四
一
五
柱

5十

二一

O
柱

合
計

一
四
七
四
柱

神
石
町

勇
、
三
好
ハ
ツ
ミ
、
滝
口

O
合
併
後
の
神
石
郡
内
の
初
代
遺
族
会
長
、
婦
人
部
長
、
青
壮
年
部
長

敏

佐
々
井

三
和
町

田
原

て
小
林
イ
サ
ノ
、
若
林

油
木
町

村
上
演
治
郎
、
伊
藤

翠
、
石
原

豊
松
村

富
恵
、
有
本

梅
代
、
井
原

川
上

-
神
石
郡
遺
族
会
歴
代
会
長

初
代

村
上
演
治
郎

(
油
木
町
)
、
二
代

福
場

代

川
上

富
恵
(
豊
松
村
)
、

四
代

佐
々
井

五
代

軍
事

(神
石
町
)
、
六
代

立
石

田
辺

-
英
霊
の
顧
彰
、
遺
族
の
献
花
で
祭
壇
燦
と
す

哲
士
口轟

晴
繁

猪
十

(三
和
町
)

勇
(
神
石
町
)

治
郎
(
三
和
町
)

町
村
統
合
後
は
町
村
の
主
催
で
慰
霊
式
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
四
町
が
連
合
で
会

場
町
の
町
長
が
委
員
長
と
な
り
順
番
に
会
場
を
受
持

っ
て
遺
族
を
パ
ス
で
案
内
す

る
。
式
典
は
町
長
代
表
の
委
員
長
の
式
辞
に
つ
つ
い
て
郡
遺
族
会
長
の
慰
霊
の
辞
が

あ
り
県
知
事
外
来
賓
の
追
悼
の
辞
、
献
花
に
つ
づ
い
て
全
遺
族
の
献
花
礼
拝
が
行
わ

れ
る
。
各
遺
族
が
献
花
さ
れ
る
小
菊
は
各
英
霊
が
生
前
め
で
た
で
あ
ろ
う
自
家
前
庭

の
家
伝
の
小
菊
、
次
々
と
祭
壇
を
菊
花
が
飾
ら
れ
て
祭
壇
燦
然
と
し
て
武
黙
を
称
え

る
の
感
、
神
石
郡
の
慰
霊
式
の
伝
統
的
特
色
と
し
て
、
深
い
心
の
結
ぼ
れ
た
式
典
が

行
わ
れ
て
い
る
。
終
戦
五
十
周
年
記
念
の
式
典
は
豊
松
村
が
当
番
で
計
画
中
で
あ
る
。

-
神
石
郡
遺
族
会
役
職
員
表

A 
Z三婦

人
部
長

青
年
部
長

長

治
郎

(三
和
町
)

事
務
局
長

山
本

博
之
(
町
福
祉
課
長
)

立
石木

津
和
三
矢
子
(
三
和
町
)

滝
口

敏
(
神
石
町
)

中
川

安
子
(
社
教
主
事
)

-
神
石
郡
遺
族
会
現
況
諸
調
査

(平
成
六
年
十
月
調
)

町

名

英

鑑
住
数

神
石
町

辛口
田I

油
木
町

豊
松
町

言十

遺
族
数
婦
人
部
数
青
年
部
数

銀
給
賠

田
口ノ、

実

Z 

J、‘

四
ロ宮司

ーーロ

プて
J、、

呂

三三

-'"'三一

三歪五

き

ロノ、

ーヨ三

D 
D 
cコ

終
戦
五
十
年
を
迎
え
て

神
石
郡 一

般

会
員
費

一、呂
口

護
国
社

氏
神
社

合

併

忠
魂
碑

慰
盤
碑

呂雲呂

-556-

、':IZ
J電

口

敏

昭
和
二
十
年
復
員
し
て
父
の
戦
死
を
知
る
。
六
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
母
と
祖
父

の
八
人
家
族
の
責
任
者
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

と
に
製
造
し
消
費
、

国
民
す
べ
て
が
食
べ
る
事
に
全
力
を
費
し
た
時
代
か
ら
、
世
界
の
先
端
技
術
の
も

る

そ
し
て
輸
出
へ
と
す
ば
ら
し
い
発
展
が
あ

っ
た
事
は
事
実
で
あ

過
ぎ
し
時
代
を
振
り
返
る
と
、
当
時
は
我
が
家
だ
け
が
こ
ん
な
痛
手
を
受
け
た
の



百年の歴史ある神石郡立護国神社

山

r
S4
混
神
社
百
島

-
一
時
点
主
持
込
む
す
す
a

h

恥
手
出
身
弦
念

(H48. 8.14) 

557 -



だ
ろ
う
か
、
戦
争
さ
え
な
か
っ
た
ら
、
父
親
が
生
存
し
て
い
て
く
れ
た
ら
と
、
戦
争

の
残
し
た
傷
の
大
き
さ
を
事
有
る
毎
に
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
た
の
で
あ
る
が
、
す
で

に
半
世
紀
、
今
は
な
つ
か
し
い
想
い
出
と
し
て
の
感
さ
え
あ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

「
去
る
も
の
は
日
に
疎
し
」
こ
れ
が
人
間
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
和
を
口
に

し
な
が
ら
思
想
の
違
い
か
ら
内
外
共
に
混
沌
と
し
た
中
に
あ
る
の
が
現
在
で
あ
る
。

国
歌
の
た
ど
る
道
は
何
か
、
人
間
の
目
ざ
す
も
の
は
何
な
の
か
、
広
く
、
深
く
考
え

る
時
と
思
う
。
過
去
の
反
省
に
立

っ
て
二
度
と
過
ち
の
な
い
世
代
の
続
く
事
を
願
う

の
で
あ
る
。

衣
食
の
豊
富
な
社
会
生
活
に
感
謝
し
、

心
の
豊
か
な
人
間
で
あ
る
事
を
誇
り
に
出

来
る
の
が
靖
国
の
遺
児
で
あ
り
文
化
人
で
あ
る
。

お
互
に
真
実
の
追
求
に
努
力
を
続

け
よ
う
。
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